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議案審議      3 月定例会

学校体育館エアコン設置
設計業務委託料

小学校 320万円
中学校 　80万円

　全小中学校の体育館に設置するエアコ
ン設置工事の設計業務委託および大崎
小、持留小、大丸小、野方小と大崎中に
おいては、ＬＥＤ照明を設置する設計業
務委託料

酪肉生産者に基盤維持補助金

1,215万円

　肉用牛および乳用牛を導入・保留した
農家に対し、頭数に上限を設けて支援し、
生産基盤の維持をはかることを目的とし
た補助金

防犯カメラ設置

小学校 572万円
中学校 　77万円

　菱田小を除く５小学校と大崎中学校に
不審者対策として設置
（菱田小は本年度の校舎改修で実施予定）

消防分団に運営補助金

170万円

　町民の生命および財産等保護のため
の、消防団の訓練および災害出動などの
活動経費を補助

１分団当たり 10万円の均等割と、団員
１人当たり 5,000 円の団員割の合計金
額を支給

安心安全住みよ い暮らしのために
事業拡充や新たに実  施される主な取り組み事業拡充や新たに実  施される主な取り組み

131億191万5千円
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住宅取得補助金を増額

１億2,500万円

　これまでの実施により、人口減少に一
定の効果があったことと、近年の建築資
材等の物価上昇で、子育て世帯の住宅取
得が容易でないことを踏まえ、最大補助
額をこれまでの 310 万円から最大 500
万円に拡充

物価高騰対応に給付金

5,550万円

　令和７年２月から実施している、国の
非課税世帯への給付金の対象とならな
かった課税世帯等に対して、１世帯当た
り１万円を支給、子育て世帯は子ども１
人当たり１万円を加算

令和７年度大崎町一般会計予算

安心安全住みよ い暮らしのために
事業拡充や新たに実  施される主な取り組み事業拡充や新たに実  施される主な取り組み

131億191万5千円

新年度予算に付帯決議
令和7年度当初予算の可決に当たり、委員から付帯決議の動議が出され全会一致で可決

リサイクルの取り組み 　（要旨抜粋）
　環境衛生協力金に絡み、ごみ集積所の利用に関し、加入が任意である自治公民館等へ
の加入・未加入者間でトラブルが全国で発生している。多くの自治体で、便宜上このような
地域団体にごみ集積所の管理を任せていると思われるが、団体への未加入者に不利益が
生じている事案が見受けられている。

　この問題は、各ごみ集積所の管理をそれぞれの地域団体の自主的な取り組みに任せてい
ることが原因と思われる。ごみ集積所の設置場所については借り上げ料での対応や、また、
集積所の管理については当該団体に委託料を支払うなど、自治体で一元管理され、住民間
で不公平感の生じない取り組みを早急に再考すべき時期にきていると考える。リサイクルの
先進地といわれる本町が、先んじて新しい取り組みを展開されるよう要望する。

○　おおさき議会だよりNo.1753



重点目標１および３について
問 高校生の寮や下宿等にかかる補助はできないか。
答 協議しながら前向きに検討する。

重点目標２について
問 空き家リフォーム補助金は審査委員会の意見書を反映しているか。
答 ７年度は倍額の 200 万円を提案。居住住宅に対しては今後検討。

重点目標４について
問 自助共助体制の強化はどのように実施していくか。
答 避難訓練や備蓄品の整備など周知啓発していく。

問 �総合計画の前期計画時の基準年と目標年度である 2030 年の重要業績評価指標の
数値が示されているが、後期計画見直しの時点で、現在の数値を示したほうが実態
に即した計画や目標をとらえやすいのではないか。

答��今後の進捗状況を補足するためにも、適切に把握しやすいと認識している。

特別委員会意見

議案審議3 月定例会
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議案審議３月定例会

大崎町の未来予想図
第３次大崎町総合計画後期計画

第３期大崎町総合戦略（2030年の姿）

働きがいのある、働きやすいしごとをつくるとともに、
しごとを支える人を育てる　
〇農業で稼ぎ、地域に元気を与えるまち
　スマート農業の実現や様々な利害関係者との連携
〇新しいしごとと新しい働き方があふれるまち
　ICT技術の活用、テレワーク活用による移住
〇スポーツを核に成長するまち
　優れたスポーツ環境での合宿

新しいひとの流れをつくるとともに、
住み続けたくなるまちをつくる
〇住んでよかったと思えるまち
　実感できる環境づくり、支援の充実
〇安心して子育てができるまち
　世帯に対する支援、豊かな人間性を育む環境整備

子どもの夢を育むまちをつくる
〇�豊かな人間性を育むまち・安心して子育てが
できるまち

　異文化との交流、体験活動の充実
〇歴史や伝統文化に親しむことができるまち
　若者による継承や史跡を発信による紹介

住み続けられる安心・安全で豊かなまちをつくる
〇安心、安全に暮らせるまち
　災害に強いまちづくり、災害対応の拠点整備
〇�高齢者や障がいのある人が安心して暮ら
せるまち

　各種サービスの充実、地域共生社会の確立
〇地球温暖化の抑制に貢献するまち
　住民による環境にやさしいまちづくり

重点目標 1

重点目標２

重点目標３

重点目標４

○　おおさき議会だよりNo.1755



質
問 

郵
送
料
が
減
額
と
な
っ
て

い
る
が
、
そ
の
理
由
は
何
か
。

答
弁 

総
未
加
入
世
帯
の
半
数
千

件
程
度
の
郵
送
希
望
を
想
定
し
た

が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
り

１
６
８
世
帯
に
と
ど
ま
っ
た
。

質
問 

利
用
者
が
30
名
弱
と
聞
く

が
周
知
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い

る
か
。

答
弁 

必
要
と
す
る
方
々
に
情
報

が
届
く
よ
う
今
後
も
方
法
を
検
討

し
て
い
く
。

質
問 

大
崎
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
委
託
と
聞
く
が
、
減
額
の

理
由
は
何
か
。

答
弁 

当
初
の
計
画
に
対
し
89
％

の
稼
働
率
で
あ
っ
た
。

要
望 
美
化
と
収
入
増
に
つ
な
が

る
意
味
か
ら
も
計
画
日
数
に
よ
り

近
づ
け
た
作
業
を
求
め
る
。

質
問 

新
規
作
物
の
名
称
及
び
減

額
の
理
由
は
何
か
。

答
弁 

作
物
は
山さ

ん

椒し
ょ
う

で
あ
る
。
減

額
と
な
っ
た
理
由
は
、
栽
培
面
積

や
作
業
日
数
な
ど
実
績
が
契
約
を

下
回
っ
た
た
め
で
あ
る
。

質
問 

今
後
、
本
町
の
新
規
作
物

と
な
る
可
能
性
は
あ
る
か
。

答
弁 
も
ち
ろ
ん
期
待
し
て
お
り

栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
作
成
予
定
で

あ
る
。

質
問 

当
初
予
算
よ
り
減
額
と

な
っ
た
理
由
は
何
か
。

答
弁 

２
月
か
ら
４
月
に
お
い
て

競
り
市
価
格
が
補
償
基
準
価
格
を

上
回
っ
た
こ
と
や
補
償
金
満
額
の

３
万
円
に
満
た
な
か
っ
た
月
も

あ
っ
た
。

質
問
６
年
度
寄
附
額
が
55
億
円

に
な
る
見
込
み
で
あ
る
と
の
こ
と

だ
が
そ
の
要
因
は
何
か
。

答
弁 

返
礼
品
で
最
も
多
く
指
定

さ
れ
る
ウ
ナ
ギ
が
注
文
に
対
し
て

切
れ
目
な
く
出
荷
で
き
た
こ
と
が

要
因
で
あ
る
。

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

　
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
審
議
議案可決

毎
日
の
健
康
を
サ
ポ
ー
ト

高
齢
者
訪
問
給
食
サ
ー
ビ
ス

１
４
９
万
４
千
円
減
額

広
報
提
供
サ
ー
ビ
ス

未
加
入
世
帯
文
書
発
送
郵
送
料

２
０
６
万
３
千
円
減
額

未
来
に
残
す
美
し
い
浜
辺

海
岸
漂
着
物
地
域
対
策
推
進
事
業

１
０
９
万
７
千
円
減
額

新
た
な
収
穫
へ
の
挑
戦

新
規
作
物
栽
培
実
証
委
託
料

33
万
５
千
円
減
額

持
続
可
能
な
経
営
へ
の
助
力

大
崎
町
畜
産
経
営
支
援
交
付
金

１
０
４
８
万
４
千
円
減
額

応
援
で
届
く
故
郷
の
味

ふ
る
さ
と
納
税

６
億
円
増
額

海岸漂着物の清掃作業

実証ほ場における山椒の植え付け
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一  般  質  問一  般  質  問 ４
議
員
が
登
壇

 
町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

一般質問とは
　町長などの執行機関に
対し、業務の執行状況や
将来の方針などについて
議員個人として政策論争
を行うものです。

問い合せ先：大崎町議会事務局　TEL ０９９－４７６－１１１１（内線　310・311）

二次元コード※をスマ
ホ等で読み込むと各
議員の一般質問を視
聴できます。
※�バーコードを拡張するた
めに開発された二次元
コードは、端末を使って
簡単にコードを読み取る
ことができます。

児
こ

　玉
だま

　孝
たか

　德
のり

　議員
・�物価高騰対策における各世帯への給付金の
��助成について
・火災予防の広報について
・避難誘導看板や避難誘導灯の設置について
・菱田中学校跡地の進捗状況について

鷲
わし

　東
とう

　慎
しん

　一
いち

　議員
・医師不足解消の現況と方向性について
・移住・定住・子育て施策の進捗状況について
・企業誘致の現状と今後の方向性について
・第４次大崎町教育大綱に基づく方向性について

Ｐ10

草
くさ

　原
はら

　正
まさ

　和
かず

　議員
・菱田中学校跡地の利用について
・小学校数の維持について
・大崎町職員定員適正化計画について
・防災・減災の講習会開催について

Ｐ９

稲
いな

　留
どめ

　光
みつ

　晴
はる

　議員
・第一次産業が抱える課題について
・休日の部活動での送迎補助について
・防火水槽のマンホール蓋と道路の段差解消について

Ｐ８

Ｐ11

議会を傍聴してみませんか !!
　手続きは簡単です。本会議の当日、傍聴人受付票に住所・氏
名などを記入していただくだけです。
　なお、本会議は本庁舎３階の本会議場において、午前 10 時
から行われます。一般質問があるときは、事前に防災無線でも
お知らせしています。どうぞお気軽にお越しください。

○　おおさき議会だよりNo.1757



問 

町
長
の
施
政
方
針
で
第

一
次
産
業
が
抱
え
る
課
題
と

は
何
か
。

人
材
不
足
や
資
材
の
高
騰

答 

町
長
　
す
べ
て
の
産
業

に
お
い
て
共
通
の
課
題
は
人

材
不
足
や
資
材
の
高
騰
で
あ

る
。
特
有
の
課
題
と
し
て
食

料
安
全
保
障
上
の
リ
ス
ク
回

避
な
ど
大
き
な
変
化
が
迫
ら

れ
て
い
る
。

畑
地
化
さ
れ
た
水
田
に
お

け
る
新
規
作
物
と
は

問
　
水
田
に
お
け
る
新
規
作

物
は
何
か
。

山さ
ん

椒し
ょ
う

の
実
証
栽
培
を
開
始

答 

町
長
　
令
和
６
年
度
に

お
い
て
永
吉
栫か

こ
い

谷だ
に

地
区
で
山

椒
の
実
証
栽
培
を
開
始
し
て

い
る
。

畜
産
に
お
け
る
持
続
可
能

な
対
策
と
は

問 

物
価
高
騰
に
よ
る
経
費

圧
迫
、
経
営
の
悪
化
な
ど
の

現
状
だ
が
、
持
続
可
能
な
対

策
と
は
何
か
。

関
係
機
関
と
の
連
携
を
は

か
り
支
援
策
を
講
じ
る

答 

町
長　
後
継
者
の
育
成
、

担
い
手
不
足
、
高
齢
化
が
進

み
離
農
者
が
増
え
つ
つ
あ
る

中
で
、
令
和
７
年
度
の
予
算

で
も
支
援
策
を
講
じ
る
。

第
一次
産
業
が
抱
え
る
課
題
は
何
か

人
材
不
足
や
資
材
の

高
騰
な
ど
で
あ
る

蓄
電
池
の
普
及
に
努
め
る

と
は
具
体
的
に
何
か

問 

太
陽
光
パ
ネ
ル
と
蓄
電

池
を
セ
ッ
ト
で
新
規
の
み
補

助
す
る
の
か
。

住
宅
用
蓄
電
池
シ
ス
テ
ム

一
基
に
15
万
円
を
補
助

答 

町
長　

新
規
の
み
蓄
電

池
一
基
に
15
万
円
を
補
助
す

る
。
太
陽
光
パ
ネ
ル
は
対
象

外
で
あ
る
。

休
日
の
部
活
動
で
送
迎
補

助
は
で
き
な
い
か

問 

現
在
、
休
日
は
ス
ク
ー

ル
バ
ス
は
走
ら
な
い
が
、
送

迎
に
も
補
助
を
出
せ
な
い
か
。

補
助
は
難
し
い

答 

教
育
長　

部
活
動
へ
の

参
加
は
自
主
的
な
選
択
に
よ

る
も
の
で
あ
る
た
め
補
助
は

難
し
い
。
中
学
校
体
育
連
盟

主
催
の
大
会
に
つ
い
て
は
、

町
の
バ
ス
に
よ
る
送
迎
を
実

施
し
て
い
る
。

下
水
道
管
の
埋
設
状
況
は

問 

本
町
下
水
道
管
は
径
80

セ
ン
チ
、
深
さ
３
メ
ー
ト
ル

で
あ
る
が
、
埋
設
状
況
は
。

平
成
９
年
度
よ
り
管
の
埋

設
工
事
を
実
施

答 

町
長　

管
路
延
長
は
令

和
６
年
度
末
で
約
54
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
、
耐
用
年
数
は
ポ
ン

プ
場
処
理
場
土
木
建
築
構
造

物
で
50
年
、
機
械
電
気
設
備

で
10
年
か
ら
30
年
と
さ
れ
て

い
る
。

防
火
水
槽
の
マ
ン
ホ
ー
ル

蓋
と
道
路
の
段
差
解
消
を

問 

県
道
大
崎
輝
北
線
三
文

字
道
路
中
央
に
埋
設
し
て
あ

る
。
防
火
水
槽
の
マ
ン
ホ
ー

ル
蓋
と
道
路
段
差
の
恒
久
的

補
修
は
で
き
な
い
か
。

恒
久
的
補
修
は
厳
し
い

答 

町
長　

こ
れ
ま
で
も
繰

り
返
し
補
修
を
行
っ
て
き
て

い
る
が
、
軟
弱
地
盤
で
あ
る

こ
と
、
ま
た
、
交
通
量
も
多

い
こ
と
か
ら
恒
久
的
補
修
は

厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
今
後

の
対
応
は
通
行
車
両
や
地
域

住
民
の
方
々
へ
支
障
が
生
じ

な
い
よ
う
引
き
続
き
維
持
補

修
に
努
め
る
。

他
　
質
問
事
項

　

�

自
転
車
の
歩
道
通
行
禁

止
の
広
報
を
周
知

稲
い な

留
ど め

　光
み つ

晴
は る

 議員

補修を繰り返してきた段差部分
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問 

更
地
に
な
っ
て
か
ら
長

い
年
月
放
置
さ
れ
て
、
利
用

提
案
も
議
会
か
ら
幾
度
と
な

く
さ
れ
て
い
る
菱
田
中
学
校

跡
地
の
利
用
に
つ
い
て
明
確

な
回
答
を
求
め
る
。

模
索
か
ら
実
行
へ

答 

町
長　

企
業
誘
致
を
最

優
先
に
再
検
討
し
、
誘
致
に

つ
な
が
る
よ
う
な
働
き
か
け

を
行
っ
て
い
る
。
公
表
で
き

る
段
階
で
速
や
か
に
情
報
公

開
す
る
。

小
学
校
数
は
維
持
で
き
る
か

問 

第
３
次
大
崎
町
総
合
計

画
後
期
計
画
や
大
崎
町
こ
ど

も
計
画
の
素
案
で
は
、
少
子

化
が
改
善
さ
れ
る
と
は
思
え

な
い
が
、
50
人
前
後
の
出
生

者
数
で
現
在
の
小
学
校
数
が

維
持
で
き
る
の
か
。

維
持
で
き
る
よ
う
努
め
る

答 

教
育
長　

小
学
校
の
運

営
に
つ
い
て
は
、
在
籍
生
徒

数
が
１
名
に
な
っ
て
も
統
廃

合
し
な
い
限
り
、
教
職
員
の

適
正
な
配
置
の
も
と
小
学
校

機
能
は
維
持
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

小
規
模
校
は
守
れ
る
か

問 

学
習
や
生
徒
同
士
の
付

き
合
い
方
、
不
登
校
生
徒
と

の
向
き
合
い
方
な
ど
小
規
模

校
な
ら
で
は
の
メ
リ
ッ
ト
を

聞
く
機
会
が
増
え
た
が
、
こ

ど
も
の
学
べ
る
場
、
地
域
と

の
結
び
つ
き
を
守
れ
る
か
。

地
域
協
力
を
お
願
い
す
る

答 

町
長　

存
続
で
き
る
よ

う
な
施
策
の
強
化
を
は
か
っ

て
い
く
と
同
時
に
、
学
校
行

事
へ
の
参
加
や
学
校
訪
問
、

空
き
教
室
を
活
用
し
た
り
地

域
住
民
が
盛
り
上
げ
て
い
く

と
い
う
心
構
え
も
大
事
だ
と

思
っ
て
い
る
。

職
員
数
は
足
り
て
い
る
か

問 

人
口
は
減
っ
て
い
る
が
、

地
域
活
動
の
担
い
手
も
い
な

く
な
り
、
地
域
の
維
持
や
多

様
な
相
談
な
ど
、
ふ
る
さ
と

納
税
、
ス
ポ
ー
ツ
観
光
、
防

災
や
高
齢
者
福
祉
等
行
政
業

務
は
増
加
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
が
、
現
行
の
職
員
定
員

適
正
化
計
画
で
運
営
に
支
障

は
な
い
か
。

適
正
な
人
員
確
保
に
努
め
る

答 

町
長　

職
員
の
人
員
不

足
に
よ
り
会
計
年
度
任
用
職

員
を
補
充
す
る
等
の
対
策
を

行
っ
て
い
る
が
、
兼
任
兼
務

な
ど
ポ
ス
ト
が
増
加
す
る
な

ど
業
務
へ
の
職
員
負
担
も
大

き
く
な
っ
て
い
る
現
状
が
あ

る
。
独
自
政
策
に
伴
う
新
規

事
業
に
応
じ
て
人
員
確
保
に

努
め
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
と
働
き
が
い
の
あ
る
職
場

環
境
づ
く
り
に
努
め
る
。

講
習
会
を
開
催
す
べ
き

問 

消
防
用
ホ
ー
ス
格
納
箱
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
、
小
学
校
に
設
置
の

３
階
か
ら
の
避
難
装
置
等
、

町
内
に
設
置
し
て
あ
る
防

災
・
減
災
の
た
め
の
設
備
や

人
命
救
助
用
器
具
の
使
用
方

法
講
習
会
等
を
開
催
で
き
な

い
か
。

積
極
的
に
取
り
組
む

答 

町
長　

設
備
が
整
っ
て

い
て
も
活
用
で
き
な
け
れ
ば

人
命
や
財
産
を
守
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
行
政
と
し
て
も

関
係
機
関
、
団
体
と
連
携
を

は
か
り
使
用
講
習
会
や
説
明

会
、
情
報
の
周
知
に
積
極
的

に
取
り
組
む
。

菱
田
中
学
校
跡
地
を
活
用
せ
よ

企
業
誘
致
に
全
力
で
取
り
組
む

草
く さ

原
は ら

　正
ま さ

和
か ず

 議員

利活用が求められる菱田中学校跡地

消防用ホース格納箱（三文字地区）
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問 

本
町
の
医
療
機
関
は
減
少

し
、
残
る
施
設
も
医
師
の
高

齢
化
と
後
継
者
不
足
が
深
刻

な
状
況
で
あ
る
。「
医
療
確
保

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
、
施

策
の
進
捗
状
況
と
方
向
性
は
。

サ
テ
ラ
イ
ト
分
院
に
特
化

し
た
補
助
制
度
を
検
討

答 

町
長　

平
成
初
期
に
は

10
カ
所
程
あ
り
、
現
在
３
カ

所
の
診
療
所
で
、
令
和
６
年

に
開
業
医
支
援
事
業
補
助
金

制
度
を
開
始
、
問
い
合
わ
せ

は
あ
る
が
申
請
は
な
い
、
町

内
の
先
生
方
の
意
見
で
サ※

１

テ

ラ
イ
ト
分
院
・
公
設
民
営
開

設
の
提
案
が
あ
っ
た
。
今
後
、

サ
テ
ラ
イ
ト
分
院
に
特
化
し

た
補
助
制
度
を
始
め
た
い
。

内
科
優
先
の
方
向
転
換
に
伴

う
小
児
科
誘
致
の
方
向
性
は

問 

当
初
小
児
科
と
内
科
の

誘
致
だ
っ
た
が
、
今
回
か
ら

内
科
の
み
の
誘
致
と
し
た
理

由
は
何
か
。

志
布
志
市
の
動
向
を
注
視

し
内
科
を
優
先

答 

町
長　

小
児
科
医
を
受

け
付
け
な
い
わ
け
で
は
な
く

志
布
志
市
の
状
況
を
見
る
べ

き
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、

優
先
す
べ
き
は
内
科
医
と
考

え
て
い
る
。

移
住
・
定
住
・
子
育
て
施
策

の
進
捗
状
況
は

問 

今
ま
で
実
施
し
た
事
業

効
果
と
評
価
の
認
識
は
、
ま

た
、
こ
ど
も
家
庭
総
合
支
援

拠
点
の
目
的
と
内
容
は
。

若
年
層
の
確
保
が
課
題
で
あ
る

答 

町
長　

各
種
子
育
て
支

援
策
を
組
み
合
わ
せ
実
施
し
、

若
年
層
や
子
育
て
世
帯
を
本

町
に
呼
び
込
む
新
た
な
移
住

応
援
支
援
金
、
住
宅
取
得
補

助
金
を
最
大
５
０
０
万
円
に

拡
充
し
、
効
果
を
高
め
た
い
。

企
業
誘
致
の
現
状
と
今
後

の
方
向
性
は

問 

企
業
誘
致
制
度
拡
充
の

具
体
的
な
誘
致
の
施
策
及
び

効
果
と
取
組
実
績
・
評
価
は
。

新
た
に
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
募
集

答 

町
長　
こ
れ
ま
で
26
社
、

合
計
34
回
の
協
定
締
結
し
、

近
年
は
２
社
で
、
新
た
に
、

大
崎
第
一
中
跡
地
は
プ※

２

ロ

ポ
ー
ザ
ル
募
集
を
実
施
し
、

既
存
施
設
活
用
を
優
先
す
る
。

第
４
次
大
崎
町
教
育
大
綱

に
基
づ
く
方
向
性
は

問 

本
年
制
定
さ
れ
る
第
４

次
大
崎
町
教
育
大
綱
を
踏
ま

え
た
町
長
、
教
育
長
の
教
育

行
政
を
進
め
る
方
向
性
は
。

首
長
が
大
綱
を
策
定
す
る

答 

町
長　

法
律
を
踏
ま
え

進
め
、
地
域
で
育
ち
世
界
で

活
躍
す
る
人
材
育
成
や
郷ご

中じ
ゅ
う

教
育
へ
取
り
組
み
、
校
区
単

位
で
の
教
育
を
実
践
す
る
。

答 

教
育
長　

基
本
理
念
を

「
夢
や
希
望
を
持
ち
、
大
き

く
咲
き
、
み
ら
い
を
つ
く
る

大
崎
の
教
育
」
と
掲
げ
、
５

つ
の
重
点
施
策
・
４
つ
の
重

点
方
針
を
定
め
教
育
行
政
の

方
向
性
を
示
し
た
。

医
師
不
足
解
消
の
現
況
と
方
向
性
は

内
科
の
サ
テ
ラ
イ
ト
分
院
や

公
設
民
営
の
検
討
を
進
め
る

※
１　

サ
テ
ラ
イ
ト
分
院

　

�

大
き
な
病
院
が
外
来
診
療
を
行
い
運

営
す
る
入
院
施
設
が
な
い
診
療
所
。

※
２　
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

　

�

業
者
に
委
託
す
る
際
の
選
定
方
式
で

最
も
適
し
た
提
案
内
容
を
提
示
し
た

企
業
を
総
合
的
に
評
価
し
選
定
す
る
。

鷲
わ し

東
と う

　慎
し ん

一
い ち

 議員

４市５町医療機関数　令和 7 年 4 月 1 日現在
種別 診療所 へき地診療所 病院

定義

医療機関のう
ち、病床数が
19以下のもの

無医地区およ
び無医地区に
準ずる地区に
設置される診
療所

規模の大きな
医療機関。医
療法では20床
以上の患者収
容設備のある

鹿屋市 53 13
垂水市 6 1
東串良町 3
錦江町 4 2
南大隅町 3 2
肝付町 7 2
曽於市 9 1 5
志布志市 18 2
大崎町 3
計 106 5 23

※県届け出情報による
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問 

生
活
支
援
、
福
祉
対
策

と
し
て
各
世
帯
へ
の
給
付
金

や
補
助
金
の
助
成
は
で
き
な

い
か
。

国
の
給
付
の
対
象
と
な
ら
な

か
っ
た
と
こ
ろ
へ
給
付
す
る

答 

町
長　

国
の
給
付
金
の

対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
世
帯

に
対
し
、
１
世
帯
当
た
り

１
万
円
と
子
ど
も
１
人
当
た

り
１
万
円
を
加
算
す
る
。

中
小
企
業
へ
の
支
援
策
は

問 

中
小
企
業
に
燃
料
費
、

原
材
料
費
高
騰
へ
の
支
援
金

や
商
品
券
発
行
、
低
利
の
融

資
を
提
供
す
る
考
え
は
な
い

か
。

地
域
応
援
商
品
券
の
発
行
で

答 
町
長　

全
世
帯
へ
の
現

金
給
付
及
び
地
域
応
援
商
品

券
の
発
行
で
商
工
業
者
を
支

援
す
る
。
他
に

・
企
業
価
値
向
上
補
助
金

・
空
き
店
舗
対
策
事
業
補
助
金

・
新
規
創
業
起
業
支
援
補
助
金

・
商
工
業
利
子
補
給
補
助
金

な
ど
の
施
策
が
あ
る
。

農
林
漁
業
の
支
援
は
あ
る
か

問 

農
林
漁
業
の
支
援
策
と
し

て
、
地
域
の
生
産
者
向
け
の

燃
料
費
補
助
や
価
格
安
定
の

た
め
の
支
援
策
は
あ
る
の
か
。

交
付
金
・
補
助
金
を
助
成

し
て
き
た

答 

町
長　

農
業
用
及
び
水

産
業
用
原
油
原
材
料
価
格
高

騰
緊
急
対
策
事
業
交
付
金
を

認
定
農
業
者
や
水
産
業
者
に

交
付
、
配
合
飼
料
価
格
高
騰

対
策
補
助
金
を
畜
産
業
者
に

助
成
し
て
き
た
。
価
格
安
定

は
近
隣
自
治
体
と
同
等
の
支

援
を
す
る
。

火
災
が
多
発
し
て
い
る
が
火
災

予
防
広
報
を
増
や
せ
な
い
か

問 

火
災
が
昨
年
末
か
ら
町

内
で
多
発
し
、
環
境
へ
の
影

響
も
懸
念
さ
れ
る
が
、
特
に

乾
燥
す
る
時
期
に
は
広
報
活

動
を
増
や
せ
な
い
か
。

消
防
団
・
消
防
署
と
連
携

し
呼
び
掛
け
る

答 
町
長　

消
防
団
、
防
災

無
線
や
広
報
誌
に
よ
る
広
報
、

火
災
予
防
啓
発
に
努
め
て
い

る
が
、
改
め
て
消
防
署
・
消

防
団
と
連
携
し
十
分
に
注
意

す
る
よ
う
呼
び
か
け
た
い
。

避
難
誘
導
看
板
や
避
難
誘
導

灯
の
設
置
は
で
き
な
い
か

問 

大
規
模
災
害
時
に
避
難

所
へ
の
案
内
標
識
が
必
要
だ

と
思
う
。
避
難
計
画
の
防
災

マ
ッ
プ
を
交
差
点
な
ど
目
に

つ
く
場
所
に
大
き
な
看
板
と

し
て
掲
示
で
き
な
い
か
。
ま

た
、
夜
間
の
避
難
時
に
必
要

な
停
電
対
応
防
犯
灯
の
設
置

は
で
き
な
い
か
。

防
災
計
画
を
も
と
に
迅
速

に
取
り
組
む

答 

町
長　

案
内
標
識
は
、

外
国
人
や
本
町
の
地
理
に
詳

し
く
な
い
方
が
迅
速
に
避
難

す
る
た
め
に
必
要
な
の
で
、

案
内
標
識
や
看
板
・
避
難
誘

導
灯
は
防
災
計
画
を
も
と
に
、

住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
場

所
等
を
検
討
し
迅
速
に
取
り

組
む
。

菱
田
中
学
校
跡
地
の
進
捗
は

問 

菱
田
中
跡
地
の
請
願
で

は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
の
活
動
拠
点
と
し
て
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が

必
要
で
あ
り
、
子
ど
も
食
堂

や
郷ご

中じ
ゅ
う

学
舎
、
中
学
校
の
バ

ス
停
の
待
合
室
も
兼
ね
、
ア

ス
リ
ー
ト
食
堂
や
売
店
、
集

会
場
と
な
る
と
あ
る
が
進
捗

は
ど
う
か
。

進
捗
が
あ
っ
た
時
報
告
す
る

答 

町
長　

跡
地
は
本
町
及

び
菱
田
地
区
の
活
性
化
に
つ

な
げ
る
た
め
全
力
を
尽
く
し
、

進
捗
が
あ
っ
た
場
合
に
報
告

す
る
。
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
設
置
は
、
十
分
協
議
を
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

物
価
高
騰
対
策
で
各
世
帯
へ
給
付
金
を

国
の
給
付
対
象
外
の
世
帯
へ
給
付

児
こ

玉
だ ま

　孝
た か

德
の り

 議員

太陽光発電のＬＥＤ防犯灯
（志布志市内）

○　おおさき議会だよりNo.17511



議員と語る会（大崎中 生徒会） 開 催 日：令和 7年１月 11日（土）
出席議員：中倉・宮本・児玉・草原

くにの松原キャンプ場のリゾート化提案くにの松原キャンプ場のリゾート化提案
生徒会 �　くにの松原キャンプ場をもっと観光地として活性化するため、リゾー

ト地のように整備してはどうか。そのことで、利用者や観光客が増え
ると考える。加えて、利用者が SNS などに投稿することで話題となり、
大崎町の魅力が広まり、町への関心を持つ人が増えるのではないか。

議　員 �　現在『観光施設のあり方検討会』で議論を進めており、非常に貴重な
意見。今後も積極的に声を届けてほしい。

ジャパンアスリートトレーニングセンターの一般開放ジャパンアスリートトレーニングセンターの一般開放
生徒会 �　ジャパンアスリートトレーニングセンターは、陸上部のための施設と

いうイメージが強く、もっと地域の人や家族連れも気軽に使える運動施
設が必要ではないか。

議　員 �　センターは県の管理施設であるため町の管轄外だが、大崎町としてス
ポーツ推進を掲げており、町としても意見を伝えていく。

空き家活用による無人販売所空き家活用による無人販売所
生徒会 �　空き家に手作り作品や野菜・米などを置いた無人販売所として活用し、

SNSで宣伝してはどうか。そうすることで、町の魅力や地域の活動を発
信できると思う。

議　員 �　空き家支援制度があり、議員からも新提案が出ている。SNS 活用のた
めに専門職員の配置なども検討課題にしたい。

観光・施設に関する提案と回答
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議員と語る会（大崎中 生徒会）
体育館での映画上映会体育館での映画上映会
生徒会 �　公民館や学校体育館で映画上映を

行ってほしい。中学校の体育館を使
うことで、小学生が中学校の雰囲気
を感じられる場にもなるのでは。

議　員 �　著作権など課題はあるが、地域
交流の場として意義は大きく、形
にできるか協議したい。

体育館への冷房設置体育館への冷房設置
生徒会 �　暑さのために体育や部活動に制限

が出ており、冷房設置を望む。
議　員 �　総合体育館では空調を整備。学

校体育館も計画に入れるべきと考
えている。

校庭の砂質改善校庭の砂質改善
生徒会 �　砂が細かく、走ると目に入り、靴

も汚れる。芝生化や粉じんが少ない
土への変更を希望。

議　員 �　これまでにも対応してきたが、
今後さらに改善を検討。

生徒会専用ノートパソコンの整備生徒会専用ノートパソコンの整備
生徒会 �　現在はパソコン室のPCを使用し、

USBでやり取りしているが、管理上
の問題もあり、専用ノートパソコン
が数台必要。

議　員 �　用途や頻度を踏まえ、役場の担当
課に要望を伝えてほしい。

掲揚設備の老朽化改善掲揚設備の老朽化改善
生徒会 �　校庭の旗を掲げる設備が古く、風

の強い日には困っている。紐をワイ
ヤー式にできないか。

議　員 �　担当課と協議し、改善に努める。

生徒会室の確保生徒会室の確保
生徒会 �　来年度1クラス増設予定で教室が

足りず、生徒会室が廃止されそう。

議　員 �　状況を確認のうえ、必要なスペー
ス確保を検討。

自由に使える場所づくり
生徒会 �　遊具、スポーツ、イベントができる場所や、誰でも入れるフリースペース、

叫んだりはじけたりできる開放的な場を希望。
議　員　こうした自由な発想を大切にし、具体的な形にするよう検討を進めたい。

学校環境の改善と自由な場所づくりへの要望
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後
期
の
新
し
い
議
会

後
期
の
新
し
い
議
会

構
成
決
ま
る

構
成
決
ま
る
！！！！

▼
各
常
任
委
員
の
選
任

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

　

委
員
長　
　

宮　

本　

昭　

一

　

副
委
員
長　
　

稲　

留　

光　

晴

　

委　
　

員　
　

中　

倉　

広　

文

　

委　
　

員　
　

富　

重　

幸　

博

　

委　
　

員　
　

鷲　

東　

慎　

一

　
文
教
経
済
常
任
委
員
会

　

委
員
長　
　

中　

山　

美　

幸

　

副
委
員
長　
　

藤　

田　

香　

澄

　

委　
　

員　
　

神　

﨑　

文　

男

　

委　
　

員　
　

児　

玉　

孝　

德

　

委　
　

員　
　

岡　

元　

修　

一

　

委　
　

員　
　

草　

原　

正　

和

　
議
会
運
営
委
員
会

　

委
員
長　
　

児　

玉　

孝　

德

　

副
委
員
長　
　

富　

重　

幸　

博

　

委　
　

員　
　

宮　

本　

昭　

一

　

委　
　

員　
　

岡　

元　

修　

一

　

委　
　

員　
　

藤　

田　

香　

澄

　
　
　
　

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　

委
員
長　
　

岡　

元　

修　

一

　

副
委
員
長　
　

中　

倉　

広　

文

　

委　
　

員　
　

中　

山　

美　

幸

　

委　
　

員　
　

宮　

本　

昭　

一

　

委　
　

員　
　

神　

﨑　

文　

男

　

委　
　

員　
　

稲　

留　

光　

晴

▼
曽
於
南
部
厚
生
事
務
組
合
議
会
議
員

　
　

吉　

原　

信　

雄

藤　

田　

香　

澄

▼
曽
於
地
区
介
護
保
険
組
合
議
会
議
員

岡　

元　

修　

一

▼
大
隅
曽
於
地
区
消
防
組
合
議
会
議
員

鷲　

東　

慎　

一

▼ 

曽
於
地
域
公
設
地
方
卸
売
市
場
管

理
組
合
議
会
議
員藤　

田　

香　

澄

▼
監
査
委
員
の
同
意神　

﨑　

文　

男

　

令
和
７
年
第
２
回
臨
時
会
が
、
５
月
１
日
に
招
集
さ
れ
ま

し
た
。
議
長
を
は
じ
め
、
各
常
任
委
員
等
が
選
任
さ
れ
、
後

期
の
新
し
い
議
会
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

議　　長
吉　原　信　雄

副��議��長
鷲　東　慎　一
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議
長
就
任
に
あ
た
り
、
一
言
、
ご

あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

５
月
１
日
開
催
の
令
和
７
年
第
２

回
大
崎
町
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
、

大
崎
町
議
会
の
後
期
の
議
会
構
成
・

常
任
委
員
会
構
成
の
改
選
が
行
わ
れ
、

こ
の
度
、
第
29
代
議
長
の
要
職
に
就

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
身
に
余
る

光
栄
と
そ
の
職
責
の
重
さ
に
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
議
会

と
し
て
、
執
行
部
と
は
一
定
の
距
離

を
保
ち
つ
つ
、
町
政
の
監
視
機
能
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
町
民
の
皆
さ
ま

の
声
に
耳
を
傾
け
、
積
極
的
に
政
策

提
言
等
に
取
り
組
み
、
議
会
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

何
と
ぞ
今
後
と
も
一
層
の
ご
支
援

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
、
略
儀
な
が
ら
書
中

を
も
っ
て
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

　
　
　

大
崎
町
議
会
議
長

吉　

原　

信　

雄

議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

委�員�長
宮�本�昭�一

委�員�長�
中�山�美�幸

副�委�員�長
稲�留�光�晴

副�委�員�長
藤�田�香�澄

委　�員
中�倉�広�文

委　�員
児�玉�孝�德

委　�員
富�重�幸�博

委　�員
神�﨑�文�男

委　�員
鷲�東�慎�一

委　�員
岡�元�修�一

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

文
教
経
済
常
任
委
員
会

委　�員
草�原�正�和
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【
教
育
委
員
会
委
員
】

　

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い

て
同
意
し
ま
し
た
。

【
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
】

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

（新任）
氏名　𠮷

よし

岡
おか

　克
かつ

倫
のり

 氏
（39 歳）

住所　大崎町野方

（新任）
氏名　川

かわ

畑
ばた

　定
さだ

浩
ひろ

 氏
（64 歳）

住所　大崎町菱田

　

大
崎
町
議
会
で
は
、
令
和

６
年
度
に
実
施
し
た
議
会
報

告
会
等
で
意
見
の
あ
っ
た
項

目
を
取
り
ま
と
め
た「
政
策

提
言
書
」
を
、
令
和
６
年
12

月
２
日
に
町
長
へ
提
出
し
ま

し
た
。

　

そ
の
中
で
、
令
和
７
年
度

の
新
年
度
の
予
算
に
反
映
さ

れ
た
主
な
も
の
を
報
告
し
ま

す
。

①
有
害
鳥
獣
対
策
と
し
て
、

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
設
置
に

対
す
る
町
単
独
予
算
の
支
援

▼
有
害
鳥
獣
電
気
柵
等
設
置

事
業
補
助
金
は
、
令
和
６
年

度
２
０
０
万
円
か
ら
令
和
７

年
度
は
４
０
０
万
円
に
増

額
。
内
訳
は
電
気
柵（
既
存
）

に
２
０
０
万
円
、
ワ
イ
ヤ
ー

メ
ッ
シ
ュ
設
置（
新
規
）
に

２
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
ま

し
た
。

②
資
源
保
護
施
策
の
充
実
と

し
て
、
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
放
流

事
業
の
補
助
金
増
額

▼
令
和
６
年
度
10
万
円
か
ら

令
和
７
年
度
は
１
０
０
万
円

に
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

③
消
防
団
活
動
の
充
実
を
は

か
る
た
め
の
各
消
防
分
団
運

営
補
助
金
の
拡
充

▼
令
和
７
年
度
か
ら
消
防
分

団
運
営
交
付
金
を
新
設
し
、

１
７
０
万
円
を
計
上
。
内
訳

は
ひ
と
分
団
当
た
り
10
万
円
、

計
60
万
円
。
団
員
数
割
ひ
と

り
当
た
り
５
千
円
×
２
２
０

名
、
計
１
１
０
万
円
が
計
上

さ
れ
ま
し
た
。

　

大
崎
町
議
会
で
は
、
議
会

報
告
会
な
ど
の
意
見
を
課
題

と
し
て
、
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　３月定例会に上程されたすべての
議案等は、全会一致で可決・同意さ
れました。

政
策
提
言
書
を
も
と
に

予
算
化
さ
れ
た
事
業

議案に対する可否状況

当初予算審議特別委員会

総合計画審議特別委員会

人 事 案 件
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P ick UpP ick Up

鷲
東
議
員

　
長
年
地
元
の
方
々
に
親
し
ま

れ
て
き
た
「
高
井
田
養
魚
場
」

を
承
継
し
、
メ
ダ
カ
店
を
始
め

よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
何

で
す
か
。

純
浦
さ
ん

　

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
事
業
承
継

に
つい
て
募
集
し
て
い
る
こ
と
を
知

り
、応
募
し
た
の
が
きっか
け
で
す
。

　

こ
こ
は
湧
水
が
豊
富
で
メ
ダ
カ

の
飼
育
に
は
最
適
で
す
。
開
店
し

て
今
年
で
３
年
目
を
迎
え
ま
す
。

鷲
東
議
員

　
メ
ダ
カ
の
種
類
と
価
格
帯
に

つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

純
浦
さ
ん

　

現
在
、
取
り
扱
っ
て
い
る
メ
ダ

カ
は
約
３
０
０
種
類
で
、
金
魚
は

15
種
類
ほ
ど
と
な
って
い
ま
す
。

　

価
格
の
安
い
も
の
は
、
１
匹

１
０
０
円
の
も
の
か
ら
、
一
番
高

価
な
も
の
で
２
万
３
０
０
０
円
と

な
って
い
ま
す
。

鷲
東
議
員

　
こ
ち
ら
の
店
舗
以
外
で
も
購

入
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
。

純
浦
さ
ん

　

町
の
ま
つ
り
や
安
田
農
園
さ
ん
、

ほ
か
に
は
曽
於
市
大
隅
町
の
道
の

駅
で
も
販
売
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
好
評
を
得
て
お
り
ま
す
。

鷲
東
議
員

　
今
後
の
事
業
展
開
な
ど
あ
れ

ば
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

純
浦
さ
ん

　

今
後
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販

売
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、

大
崎
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
で
出
品
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
、
特
に
東
京
に
お
住

ま
い
の
方
か
ら
の
注
文
が
多
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

メ
ダ
カ
は
、
水
温
が
高
い
ほ

う
が
産
卵
や
孵ふ

化か

が
促
さ
れ
、

稚
魚
も
育
ち
や
す
く
な
る
た
め
、

近
い
う
ち
に
敷
地
内
に
メ
ダ
カ

用
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
建
設
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
金
魚
の
販
売
に
も

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
メ
ダ
カ
や
金
魚
に
興

味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
「
高
井

田
め
だ
か
」
へ
お
気
軽
に
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

◆
純
浦
さ
ん
、
貴
重
な
お
話
し

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

高
井
田
め
だ
か

高
井
田
め
だ
か

純
浦
純
浦  

幸
平
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た

幸
平
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た

今
後
は
販
路
拡
大
も
は
か
っ
て
い
き
た
い

今
後
は
販
路
拡
大
も
は
か
っ
て
い
き
た
い

高井田めだか高井田めだか

純純
すみすみ

浦浦
うらうら

　　幸幸
こう　へいこう　へい

平平　　さんさん
広報広聴常任委員会委員広報広聴常任委員会委員

鷲鷲
わしわし

東東
とうとう

　　慎慎
しんしん

一一
いちいち
　　議員議員
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町
民
の
広
場

編
　 

集
　 

後
　 

記

発
行
責
任
者

大
崎
町
議
会
議
長　

吉
原　

信
雄

　

若
苗
を
揺
ら
す
風
に
、
初
夏

の
訪
れ
を
感
じ
ら
れ
る
季
節
と

な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
３
月
議
会
で
は
令
和

７
年
度
当
初
予
算
案
、「
第
３
次

大
崎
町
総
合
計
画
後
期
計
画
」

及
び
「
第
３
期
総
合
戦
略
」
に

つ
い
て
慎
重
に
審
議
し
、
多
く

の
生
活
支
援
策
や
、
２
０
３
０

年
に
向
け
た
中
期
計
画
を
採
択

い
た
し
ま
し
た
。
本
町
に
お
い

て
も
人
口
減
少
に
よ
る
様
々
な

問
題
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
が
、

私
た
ち
議
員
は
、
町
の
未
来
へ

の
関
心
と
期
待
を
持
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
今
後
も
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。
大
崎
町
の
発

展
を
温
か
く
見
守
り
、
応
援
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
岡
元　

修
一
）

　
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　

委
員
長　

吉
原　

信
雄

　

副
委
員
長　

岡
元　

修
一

　

委　
　

員　

中
山　

美
幸

　

委　
　

員　

中
倉　

広
文

　

委　
　

員　

鷲
東　

慎
一

　

委　
　

員　

草
原　

正
和

　

持
留
地
区
に
子
ど
も
や

地
域
の
方
の
居
場
所
を
作

る
た
め
に
、
た
く
さ
ん
の

方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。「
も
ち
っ
こ
も

り
の
お
う
ち
」
を
開
設
す

る
ま
で
、
地
域
の
皆
様
の

温
か
い
支
え
や
応
援
を
い

た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
し

て
い
ま
す
。

　

特
に
、
空
き
家
の
清
掃

や
、
庭
の
草
刈
り
、
池
の

清
掃
な
ど
、
持
留
小
学
校

の
保
護
者
の
皆
様
や
地
域

の
方
々
な
ど
、
忙
し
い
時

間
を
割
い
て
、
す
べ
て
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
お

か
げ
で
、
子
ど
も
た
ち
や

地
域
の
方
々
が
集
ま
る
場

所
が
整
い
、
多
く
の
方
が

集
え
る
空
間
が
生
ま
れ
ま

し
た
。

　

毎
週
月
曜
日
に
開
か
れ

る「
も
ち
っ
こ
も
り
の
お

う
ち
」
は
、
子
ど
も
た
ち

が
と
て
も
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
自
然
体
験
や
国

際
交
流
、
探
求
心
を
育
む

活
動
を
通
じ
て
、
子
ど
も

た
ち
に
は
自
立
心
や
自
己

肯
定
感
を
養
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
方
々
が

子
ど
も
た
ち
に
習
字
な
ど

の
知
識
を
教
え
る
こ
と

で
、
お
互
い
に
学
び
合

い
、
地
域
の
絆
が
深
ま
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
地
域
の

方
々
が 

「
先
生
」
と
し
て

子
ど
も
た
ち
に
関
わ
る
こ

と
で
、
自
分
た
ち
も
元
気

に
な
り
、
子
ど
も
た
ち
を

見
守
る
存
在
と
し
て
の
誇

り
を
感
じ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

　
「
も
ち
っ
こ
も
り
の
お

う
ち
」で
は
、

単
な
る
遊
び

の
場
で
は
な

く
、
地
域
の

方
々
と
子
ど

も
た
ち
が
共

に
成
長
し
、

支
え
合
う
場

所
と
し
て
の

役
割
も
担
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
活
動

が
広
が
り
、

持
留
地
区
の

未
来
を
明
る

く
照
ら
す
こ

と
を
願
っ
て

い
ま
す
。
小

さ
な
一
歩
で

す
が
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ

ん
と
と
も
に
、
さ
ら
に
居

心
地
の
良
い
場
所
を
作
り

上
げ
て
い
け
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
気
軽
に
遊
び
に

い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

「
茶
の
ん
け
き
や
ん
せ
」

私
の
想
い

私
の
想
い

持
留
地
区
に
子
ど
も
や
地
域
の
居
場
所
を

もちっこもりのおうち

代表　柳
やなぎ

原
はら

　路
みち

子
こ
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